
（
８
ａ
）

大
本
山
本
興
寺
の
方
丈
は
大
坂
の
町
絵
師
た
ち
に
よ
っ
て
各
間
が
荘
厳
さ
れ
て
い
る
。
六
問
中
、
室
中
前
室
の
鶴
之
間
に
は
「
群

仙
図
」
（
襖
一
○
面
）
と
「
群
鶴
図
」
（
襖
凹
而
）
が
襖
に
描
か
れ
て
お
り
群
仙
図
中
、
西
側
に
は
南
側
か
ら
順
に
劉
女
・
察
女
仙
．

（
２
）

菊
慈
童
董
奉
。
北
側
に
孫
登
呂
恭
・
黄
仁
覧
が
描
か
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。

先
日
、
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
高
平
春
卜
（
以
下
、
春
卜
）
の
画
と
思
わ
れ
る
掛
け
軸
が
出
品
さ
れ
た
。
真
贋
に
つ
い
て
は
鑑

定
の
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
華
者
が
落
札
す
る
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ
た
が
、
現
物
を
拝
見
す
る
機
会
を
得
た
。
春
卜
は
本
興
寺
障
壁

画
「
群
鶴
図
」
に
落
款
が
あ
り
、
「
群
仙
図
」
に
は
落
款
等
な
い
が
筆
致
の
癖
な
ど
か
ら
春
卜
作
と
さ
れ
て
き
た
。
春
卜
の
本
興
寺

障
壁
画
群
仙
図
以
外
で
菊
慈
童
を
題
材
と
し
た
作
品
が
現
状
で
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
為
，
今
回
発
見
し
た
．
井
鳳
梧
賛
法
橋
春

卜
画
菊
慈
童
」
掛
け
軸
（
図
１
）
の
作
品
記
録
を
行
い
、
同
題
材
で
あ
る
本
興
寺
障
壁
画
群
仙
図
の
菊
慈
童
と
の
比
較
を
行
う
。

桂
林
学
叢
第
三
十
四
号
令
和
六
年

本
興
寺
障
壁
画
群
仙
図
の
菊
慈
童
と

個
人
蔵
．
井
鳳
梧
賛
法
橋
春
卜
画
菊
慈
童
」
掛
け
軸
に

つ
い
て

後
藤
妙
扇
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れ
息
け
ん

菊
慈
童
は
、
『
大
辞
典
』
に
、
日
支
那
、
三
代
の
周
の
穆
王
の
瓢
童
の
名
。
王
の
枕
を
超
え
た
罪
に
よ
り
南
陽
郡
騨
県
に
流
さ
れ

た
が
、
そ
の
地
で
菊
の
露
を
飲
ん
で
不
老
不
死
の
身
と
な
る
。
目
能
楽
の
曲
名
。
㈲
切
能
祝
言
曲
。
魏
文
帝
の
臣
下
が
卿
県
山
で
菊

慈
堂
に
逢
ふ
筋
．
観
世
流
・
梅
若
流
．
寶
生
流
・
金
春
流
・
喜
多
流
・
金
剛
流
は
枕
慈
童
。
ロ
別
名
、
彰
祖
仙
人
。
菊
慈
童
の
仙
人

が
魏
文
帝
に
仕
へ
、
文
帝
が
仙
人
の
棲
腿
に
行
幸
す
る
筋
。
ク
セ
は
蘭
曲
．
廃
曲
。
国
所
作
事
・
長
唄
。
乱
菊
慈
童
の
別
名
。
画
長

（
３
）

唄
。
新
古
演
劇
十
種
之
内
の
枕
慈
童
の
別
称
。

れ
§
け
ん

枕
慈
童
の
項
目
に
も
、
日
謡
曲
の
曲
名
。
別
名
、
菊
慈
童
・
職
県
山
・
て
つ
け
ん
山
。
別
称
、
枕
。
周
の
穆
王
の
枕
を
跨
い
だ
罪

で
山
に
捨
て
ら
れ
、
枕
の
妙
文
を
菊
の
葉
に
写
し
そ
の
露
を
吸
っ
て
仙
人
と
な
っ
た
慈
童
な
る
者
に
、
薬
の
水
を
捜
し
に
来
た
魏
の

文
帝
の
臣
下
が
逢
う
筋
。
廃
曲
。
目
能
楽
の
曲
名
。
㈲
祝
言
曲
。
別
名
、
菊
慈
童
。
（
中
略
）
口
四
番
目
曲
。
漢
の
皇
帝
の
臣
下
が
．

（
４
）

薬
の
水
を
捜
し
て
慈
童
に
逢
ふ
と
、
罠
滞
山
の
仙
女
の
仙
薬
に
よ
り
慰
め
ら
れ
且
つ
薬
の
水
を
捧
げ
ら
れ
る
筋
ｃ
観
世
流
。

"
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引
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本
卿
寺
陳
雛
画
群
仙
図
の
荊
慈
童
と
個
人
厳
ご
井
鳳
梧
焚
法
橋
葬
卜
画
菊
慈
蹴
」
掛
け
軸
に
つ
い
て
（
後
鰯
妙
扇
）
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《
６
》

仙
人
で
あ
る
。

本
興
寺
障
壁
画
群
仙
図
は
先
述
の
通
り
、
劉
女
葉
女
仙
菊
慈
童
・
董
奉
・
孫
登
・
呂
恭
・
黄
仁
覚
と
中
国
の
時
代
も
場
所
も

（
５
）

異
な
る
仙
人
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
繋
が
り
は
な
い
。
菊
慈
亜
以
外
の
六
人
の
仙
人
は
『
神
仙
伝
』
な
ど
中
国
に
編
ま
れ

昭
う
ぞ

た
仙
伝
が
存
在
す
る
。
し
か
し
菊
慈
童
は
中
国
の
仙
人
・
彰
祖
に
日
本
の
菊
に
関
わ
る
逸
話
が
混
ざ
っ
て
生
ま
れ
た
、
和
製
の
中
国

天
に
昇
っ
た

と
記
さ
れ
て
い
る
。

葛
洪
の
『
神
仙
伝
』
は
さ
ら
に
詳
し
い
。

彰
祖
は
股
の
末
期
に
は
七
百
六
十
七
歳
に
な
っ
て
い
た
が
、
全
く
老
衰
し
て
い
な
か
っ
た
。
若
い
頃
か
ら
安
静
を
好
み
、
世

事
に
関
わ
ら
ず
、
名
声
を
気
に
せ
ず
、
外
見
を
飾
ら
ず
、
ひ
た
す
ら
生
を
菱
う
こ
と
に
努
め
た
。
（
中
略
）
采
女
は
、
こ
の
養

生
法
を
王
の
も
と
に
持
ち
帰
っ
た
。
王
が
さ
っ
そ
く
養
生
法
を
実
行
し
た
と
こ
ろ
、
大
い
に
効
果
が
あ
っ
た
。
王
は
、
こ
の
養

生
法
を
門
外
不
出
の
秘
法
に
し
た
い
と
考
え
、
も
し
こ
の
法
を
伝
え
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
即
刻
死
刑
に
す
る
と
厳
命
し
た
。
そ

れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
王
は
、
長
寿
法
の
源
で
あ
る
彰
祖
ま
で
殺
し
て
、
伝
承
を
絶
と
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を

《
写
召
》

三
谷
茉
沙
夫
氏
の
「
不
老
不
死
伝
説
』
に
は
、
彰
祖
に
つ
い
て
、

仙
人
の
な
か
で
、
代
表
的
存
在
の
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
る
の
が
彰
祖
で
あ
る
。
『
列
仙
伝
」
に
よ
る
と
、
彰
祖
は
股
の
大
夫

で
、
夏
の
時
代
か
ら
股
の
時
代
の
末
ま
で
、
八
百
余
歳
を
生
き
た
と
い
う
。
常
に
肉
桂
、
霊
芝
を
食
し
、
蝉
引
行
気
の
術
に
通

じ
て
い
た
。
歴
陽
に
は
彰
祖
の
仙
室
と
称
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
昔
こ
こ
で
風
を
呼
び
雨
乞
い
を
す
る
と
、
そ
の
つ
ど
、
雛
験

が
現
れ
た
と
い
う
。
「
前
世
に
藤
り
て
風
雨
を
論
う
に
、
す
な
わ
ち
応
ぜ
ざ
る
莫
し
」
雪
列
仙
伝
乞
。
祠
の
左
右
に
は
常
に
二

頭
の
虎
が
控
え
て
い
て
、
祈
り
が
終
わ
る
と
、
い
つ
も
地
而
に
は
虎
の
足
跡
が
つ
い
て
い
た
。
彰
祖
は
、
後
に
仙
人
と
な
っ
て

本
興
寺
障
壁
画
群
仙
図
の
菊
慈
童
と
個
人
蔵
．
井
鳳
梧
賛
法
橋
春
卜
画
菊
慈
童
」
掛
け
軸
に
つ
い
て
（
後
藤
妙
扇
）
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知
っ
た
彰
棚
は
、
い
ち
早
く
国
を
去
っ
て
婆
を
隠
し
た
。
後
に
彰
祖
を
砂
漠
の
西
方
で
見
た
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ

は
図
を
逃
れ
て
七
十
年
も
経
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

以
上
は
中
国
に
お
け
る
彰
祖
に
つ
い
て
の
逸
話
で
、
日
本
で
形
成
さ
れ
た
菊
慈
童
の
脱
話
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
た
い
。
『
太
平

（
８
）

（
９
）

紀
』
「
竜
馬
献
上
」
の
穆
王
と
菊
慈
童
の
説
話
に
は
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
香
か
れ
て
い
る
。

と
う
い
ん

８
ん
か
た

後
醍
醐
天
皇
の
も
と
に
素
附
ら
し
い
駿
馬
が
献
上
さ
れ
た
が
、
駿
馬
の
扱
い
に
関
し
て
意
見
が
測
れ
た
。
洞
院
の
藤
原
公
賢

１
で
の
こ
う
じ

槍
く
抑
う

は
龍
馬
の
出
現
を
吉
珊
と
し
、
万
里
小
路
藤
房
は
凶
兆
と
捉
え
た
の
で
あ
る
。
公
賢
は
、
周
の
穆
王
が
八
頭
の
駿
馬
を
御
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
釈
迦
の
霊
鷲
山
に
お
け
る
法
華
経
の
説
法
に
同
席
す
る
こ
と
が
出
来
、
治
国
の
法
を
授
か
っ
た
説
話
を
挙
げ
、

駿
馬
を
吉
と
み
た
。
一
方
、
藤
房
は
稚
王
が
八
駿
に
か
ま
け
て
政
を
疎
か
に
し
た
理
由
か
ら
凶
と
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
後
醍
醐
天
皇
の
も
と
に
駿
馬
が
献
上
さ
れ
た
こ
と
を
吉
兆
と
捉
え
た
公
賢
が
、
そ
の
理
由
を
説
明
す
る
際
、
次
の

よ
う
な
菊
慈
童
の
説
話
を
紹
介
し
て
い
る
．

釈
迦
の
霊
鷲
山
に
お
け
る
法
華
経
の
説
法
に
同
席
し
た
穆
王
は
、
震
旦
国
に
帰
っ
て
後
、
釈
迦
か
ら
授
か
っ
た
八
句
の
偶
を

人
に
知
ら
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
あ
る
日
、
常
に
傍
に
置
い
て
斑
愛
し
て
い
た
慈
童
が
誤
っ
て
穆
王
の
枕
を
跨
い
で

し
ま
っ
た
。
臣
下
が
慈
童
を
遠
流
の
刑
に
処
す
こ
と
を
決
め
た
た
め
、
穆
王
は
お
守
り
と
し
て
、
釈
迦
か
ら
賜
っ
た
八
句
中
、

法
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五
の
二
句
を
枕
に
書
き
与
え
ひ
っ
そ
り
と
手
渡
し
た
。
そ
の
二
句
は
普
門
品
の
「
具
一
切

功
徳
慈
眼
視
衆
生
福
聚
海
無
量
是
故
應
頂
種
」
の
文
句
で
あ
っ
た
と
い
う
。

流
罪
地
の
深
山
幽
谷
で
慈
童
は
、
毎
朝
に
こ
の
二
句
を
唱
え
、
万
が
一
に
も
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
傍
に
あ
っ

た
菊
の
葉
に
こ
の
句
を
書
き
付
け
た
．
句
を
書
き
つ
け
た
葉
に
宿
っ
た
露
が
僅
か
ず
つ
谷
の
水
に
滴
り
落
ち
た
こ
と
で
、
谷
の

水
は
全
て
第
一
級
の
霊
薬
と
な
り
、
下
流
の
村
々
で
は
あ
ら
ゆ
る
病
が
癒
さ
れ
た
と
い
う
。
喉
が
渇
い
た
慈
童
が
こ
の
水
を
飲

本
卿
寺
障
壁
画
群
仙
図
の
菊
慈
童
と
個
人
職
．
井
臥
桶
賛
法
橘
瀧
卜
画
菊
慈
竃
」
掛
け
軸
に
つ
い
て
（
後
鰯
妙
扇
）
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む
と
大
変
美
味
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
天
人
や
鬼
人
が
慈
蹴
に
奉
仕
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
し
て
い
る
う

ち
に
慈
重
は
羽
が
生
え
た
仙
人
と
な
り
、
八
百
余
年
後
も
少
年
の
容
貌
の
ま
ま
だ
っ
た
。

文
帝
（
魏
の
初
代
皇
帝
曹
王
。
一
八
七
～
二
二
六
）
の
時
に
、
慈
童
は
彰
祖
と
名
を
変
え
て
こ
の
長
寿
の
術
を
文
帝
に
授
け

き
ん
そ

た
。
文
帝
は
菊
花
の
盃
を
受
け
継
い
で
、
万
年
の
長
寿
を
祝
っ
た
。
現
在
の
璽
陽
の
節
句
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
以
後
践
詐
の
際

は
、
必
ず
こ
の
経
文
を
心
に
据
え
置
く
と
い
う
。
普
門
品
が
当
途
王
経
と
言
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
こ
の
八
句
の
偶
は
三
国
を

伝
来
し
、
治
国
と
除
災
与
楽
の
璽
要
な
指
針
と
な
っ
た
。

公
賢
は
、
こ
れ
ら
の
逸
話
を
紹
介
し
、
す
べ
て
は
穆
王
が
天
馬
を
授
か
っ
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
回

龍
馬
が
来
た
と
い
う
こ
と
は
、
仏
法
の
発
展
と
国
家
の
繁
栄
、
ま
た
皇
位
が
長
く
続
く
こ
と
へ
の
吉
瑞
と
考
え
ら
れ
る
と
結
ん
で
い

今
回
拝
見
さ
せ
て
頂
い
た
掛
け
軸
は
本
紙
鋤
×
躯
叫
総
丈
邸
×
釦
、
の
大
き
さ
だ
っ
た
。
和
紙
に
賛
・
画
共
に
墨
一
色
で
か
か

（
皿
｝
（
、
）

れ
て
い
る
（
図
２
）
。
賛
と
は
補
佐
の
義
、
与
え
ら
れ
た
一
の
対
象
に
加
え
る
一
種
の
文
学
的
注
釈
で
あ
る
。
画
は
油
煙
墨
を
使
い
、

立
ち
姿
の
人
物
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
姿
は
右
手
に
花
を
二
つ
付
け
た
菊
を
一
本
持
ち
左
前
方
を
見
据
え
、
片
足
を
衣
の
裾
か
ら

僅
か
に
覗
か
せ
て
い
る
。
賛
は
一
井
鳳
梧
、
画
は
法
橋
春
卜
筆
と
書
か
れ
て
い
た
。

ひ
と
つ
い
腿
う
ご

賛
を
書
い
た
一
井
鳳
梧
（
一
六
一
六
－
一
七
三
二
は
、

徳
川
中
期
の
儒
者
。
出
雲
松
江
の
人
。
名
は
光
宣
、
字
は
桐
助
、
鳳
梧
は
そ
の
号
。
京
都
の
鴻
儒
某
家
に
養
育
せ
ら
れ
長
じ
て
林

る
0

本
興
寺
障
壁
画
群
仙
図
の
菊
慈
童
と
個
人
蔵
．
井
鳳
梧
賛
法
橋
春
卜
画
菊
慈
童
」
掛
け
軸
に
つ
い
て
（
後
藤
妙
扇
）

二
、
個
人
蔵
。
井
鳳
梧
賛
法
橋
春
卜
画
菊
慈
童
」
掛
け
軸
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羅
山
に
学
び
諦
侯
に
歴
仕
す
。
の
ち
辞
し
て
浪
難
伏
見
両
替
町
に
住
し
、
従
学
す
る
者
千
二
百
人
、
浪
華
に
文
学
を
聯
ず
る
者
の
は

じ
め
で
あ
る
。
享
保
十
六
年
七
月
二
十
五
日
没
、
年
百
十
六
。
商
津
寺
川
側
妙
寺
に
群
る
。
著
述
を
好
ま
ず
、
門
人
平
生
聞
く
所
を

編
集
し
之
を
『
鳳
梧
諸
説
」
と
い
ふ
。
（
胃
本
人
名
大
馴
典
（
新
撰
大
人
名
辞
典
這
弗
五
巻
平
凡
社
、
一
九
三
八
年
初
版
発
行
、
一
九

九
○
年
復
刻
版
第
五
刷
参
考
、
二
五
二
頁
）

（
腫
一

画
を
担
当
し
た
法
橋
春
卜
と
は
、
大
岡
春
卜
（
本
興
寺
障
確
画
落
献
に
は
高
平
姓
。
そ
の
後
藤
原
、
大
岡
姓
を
名
乗
っ
た
）
（
一
六
八
○

’
一
七
六
三
）
の
こ
と
で
、
「
日
本
人
名
大
事
典
」
に
は
、

大
岡
春
朴
Ｉ
徳
川
中
期
の
壷
家
。
延
寶
八
年
生
る
。
大
阪
の
人
。
一
に
春
卜
。
名
は
愛
董
。
寵
叱
、
一
翁
、
翠
松
、
雪
靜
齋
、
朴

図
２
「
一
井
鳳
梧
賛
法
橋
春
卜
画
菊
慈
童
」
掛
け
軸
本
紙
部
分

齢運錦翻

商鉤靴誕
迩爲シ土建

画へ錐全

く＆藁全

で采鋪審
￥潟仙木

本
興
寺
障
壁
画
群
仙
図
の
菊
慈
童
と
個
人
蔵
．
井
鳳
悟
賛
法
橋
券
ト
画
菊
慈
童
」
掛
け
軸
に
つ
い
て
（
後
藤
妙
扇
）

憲
唯
成
火
深
月
封
１
砿
冬
ユ
鈴
’
４
拍
丁
や
公
爪
唾
圃

1

６
■
Ｆ
Ｈ
Ｅ

－6－



え

翁
の
別
號
が
あ
る
。
少
壯
幾
を
好
み
、
師
事
す
る
こ
と
な
く
し
て
、
よ
く
狩
野
派
の
笹
を
描
き
名
声
が
あ
っ
た
。
京
都
大
覚
寺
門
跡

の
券
願
を
蕊
り
、
法
橘
か
ら
式
部
卿
法
眼
に
叙
せ
ら
れ
、
同
寺
の
坊
官
に
準
ぜ
ら
れ
た
。
老
齢
に
も
筆
力
衰
へ
ず
、
年
八
十
を
超
え

て
神
謹
寺
の
壁
鐙
を
普
い
た
と
い
ふ
。
性
多
芸
に
し
て
、
和
歌
、
音
律
、
香
茶
な
ど
の
諸
技
に
通
じ
、
ま
た
作
鐙
の
外
に
夙
に
狩
野

ひ
え
ｇ

が
こ
う
せ
ん
ら
ん
が
Ｌ
か
い

流
画
を
刻
本
と
し
て
謹
界
に
禅
益
す
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
賓
暦
十
三
年
六
月
十
九
日
没
、
年
八
十
四
。
著
、
登
功
潜
覧
、
登
史
会

よ
う
み
ょ
う
も
よ
う
し
け
ん
え
他
ん
て
か
が
み
た
ん
せ
い
き
ん
の
う

要
、
明
朝
紫
硯
、
礎
本
手
鑑
、
丹
青
錦
鍵
な
ど
。
含
日
本
人
名
大
事
典
（
新
撰
大
人
名
辞
典
）
」
第
一
巻
平
凡
社
、
一
九
三
七
年
初

版
発
行
、
一
九
九
○
年
復
刻
版
第
五
刷
参
考
、
五
二
四
頁
）

法
橋
と
は
僧
綱
位
三
級
（
法
橋
・
法
眼
・
法
印
）
の
第
三
位
で
春
卜
は
三
七
歳
頃
（
一
七
一
五
年
）
叙
さ
れ
、
そ
の
後
法
眼
に
は
五

（
魁
）

六
歳
（
一
七
三
五
年
）
に
叙
さ
れ
て
い
る
。

か
の
え
い
ぬ

．
井
鳳
梧
賛
法
橋
春
卜
画
菊
慈
童
」
の
制
作
年
は
享
保
庚
戌
（
享
保
一
五
年
・
西
暦
一
七
三
○
年
）
六
月
と
あ
り
、
一
井
鳳

梧
が
二
五
歳
、
春
卜
が
五
○
歳
の
作
と
な
る
。
鳳
梧
の
没
年
は
一
七
三
一
年
で
あ
る
か
ら
、
亡
く
な
る
一
年
前
に
描
か
れ
た
掛
け

軸
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
春
卜
に
お
い
て
は
享
保
五
年
（
一
七
二
○
）
頃
に
四
一
歳
で
本
興
寺
方
丈
障
壁
画
を
制
作
し
た
一
○
年
後

聞
説
慈
童
喰
菊
水

納
新
吐
故
至
神
仙

定
知
日
入
蓬
莱
島

酔
賞
幾
同
七
百
年

と
書
か
れ
て
い
る
。

〔
Ｍ
）

の
作
と
な
る
。

掛
け
軸
上
部
に
書
か
れ
た
賛
は
、

本
典
寺
障
壁
画
群
仙
図
の
菊
慈
童
と
個
人
蔵
「
一
井
鳳
梧
賛
法
橋
春
卜
画
菊
慈
童
」
掛
け
軸
に
つ
い
て
（
後
藤
妙
扇
）

－7－



賛
に
あ
る
「
蓬
莱
島
」
と
は
①
中
国
の
神
仙
思
想
に
説
か
れ
る
三
神
山
の
一
・
山
東
半
島
の
東
方
海
上
に
あ
り
、
不
老
不
死
の
薬

｛
臆
）

を
持
つ
仙
人
が
住
む
山
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
蓬
莱
山
。
蓬
莱
島
。
よ
も
ぎ
が
し
ま
。
で
あ
る
。
辞
典
を
参
考
に
筆
者
が
啓
き
下
し

と
現
代
語
訳
に
し
た
。

《
肥
）

東
洋
の
逸
話
や
伝
説
、
歴
史
上
の
事
件
な
ど
お
よ
そ
三
○
○
○
項
目
の
画
題
解
説
事
典
で
あ
る
『
東
洋
画
題
綜
覧
」
に
も
菊
慈
童

の
項
目
に
は
「
支
那
の
仙
人
、
彰
祖
の
こ
と
で
、
菊
に
よ
っ
て
長
涛
を
保
ち
永
く
童
形
で
あ
っ
た
と
い
ふ
。
（
以
下
略
）
」
と
あ
る
。

現
代
語
訳

書
き
下
し
文

聞
く
な
ら
く
慈
童
菊
水
を
喰
み

新
し
き
を
納
れ
故
き
を
吐
き
て
神
仙
に
至
る

定
め
て
知
る
日
の
蓬
莱
島
に
入
る
を

酔
ひ
て
賞
づ
る
こ
と
幾
同
か
七
百
年

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
慈
亜
は
菊
水
を
飲
ん
で

新
し
い
気
を
入
れ
て
古
い
気
を
吐
き
出
し
て
神
仙
と
な
っ
た

は
っ
き
り
と
わ
か
る
日
が
蓬
莱
脇
に
入
る
の
を

酔
っ
て
徽
玩
す
る
こ
と
が
幾
回
か
七
百
年

本
興
寺
障
壁
画
群
仙
例
の
菊
慈
亜
と
個
人
蔵
．
井
鳳
梧
鋳
法
柵
邪
卜
画
菊
慈
窟
」
掛
け
軸
に
つ
い
て
（
後
蕗
妙
刷
）

－8－



鳳
糖
二
五
歳
、
長
寿
の
お
祝
い
に
自
身
は
賛
を
書
き
、
絵
を
大
坂
を
中
心
に
活
獺
す
る
町
絵
師
の
春
卜
に
依
頼
し
た
の
か
も
し
れ

な
い
。

側
３

落
款
印
章
に
つ
い
て
、
．
井
胤
梧
賛
法
橋
春
卜
画
菊
慈
童
」
掛
け
軸
に
は
、

「
法
橘
春
卜
筆
画
（
唾
群
回
（
睦
巷
と
押
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
図
３
）
。

先
行
研
究
に
お
い
て
、
木
村
砥
圭
氏
は
春
卜
の
落
款
に
つ
い
て

「
法
橋
春
卜
図
團
癖
唾
文
白
團
（
睡
響

「
法
橘
春
卜
図
画
（
唾
群
圃
疵
是
）
巷

「
摂
陽
住
法
橋
高
平
春
卜
筆
画
（
轌
替

「
法
眼
春
卜
図
画
曇
渉
替

「
法
眼
春
卜
斎
丁
酉
筆
画
痙
哩
群
圃
傘
麺
淫

診
垂
侮
勿
刷
毒
４
崖
？
珍
曇
啄
圃
』
心
鵠
桝
訶
’
一
・
ザ
侭

諜
，
鶴

；１
１

本
典
寺
障
壁
画
群
仙
図
の
菊
慈
童
と
個
人
蔵
「
一
井
鳳
梧
賛
法
橋
春
卜
画
菊
慈
童
」
掛
け
軸
に
つ
い
て
（
後
藤
妙
扇
）

掛
け
軸
春
卜
落
款
部
分

’

｜

I

－9－



等
が
知
ら
れ
る
と
紹
介
し
て
い
る
。
読
み
方
に
確
信
は
な
い
と
し
な
が
ら
、
春
ト
法
橋
時
代
の
比
較
的
若
い
頃
の
二
つ
の
作
品

（
「
寓
里
小
路
尚
房
筆
和
歌
色
紙
春
卜
画
寂
蓮
法
師
図
」
「
桑
原
長
義
餓
和
歌
色
紙
春
卜
画
西
行
法
師
図
」
・
「
外
山
光
顕
筆
和
歌
色
紙
春

（
げ
）

卜
画
定
家
朝
臣
図
」
）
に
そ
れ
ぞ
れ
別
の
「
秀
月
」
印
が
あ
る
と
書
い
て
い
る
。
筆
者
は
「
秀
月
」
の
落
款
印
章
を
現
物
・
図
録
共
に

見
た
こ
と
が
な
い
の
で
「
歩
月
」
印
章
を
春
卜
が
使
用
し
て
い
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
今
後
の
春
卜
作
の
発
見
を
待
ち
、
今
回
は

こ
れ
ら
は
、

一
、
秀
月

六五四
、 、 、

式雪春
部静卜
卿 、斎

翁

「
法
眼
春
ト
ー
翁
錐
圃
露
哩
群
團
傘
埋
雷

「
法
眼
春
卜
雪
静
筆
画
亀
睡
蛸
画
金
）
響

「
雀
吃
法
眼
春
ト
ー
翁
筆
画
畢
妙
誼
画
曇
睡
響

「
法
眼
春
卜
行
年
七
十
二
翁
筆
画
鑑
静
）
画
傘
謬
」

「
式
部
卿
法
眼
春
卜
行
年
七
十
四
翁
鉦
圃
（
？
）
画
（
？
こ

「
式
部
卿
法
服
春
ト
ー
翁
筆
圃
（
？
）
画
（
？
）
」

「
雀
吃
法
眼
春
卜
行
年
八
十
一
年
望
筆
画
桑
轡
地
圃
霊
睡
巷

れ
ら
は
、
春
卜
作
品
中
の
、
ほ
ん
の
一
例
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、

二
、
止
是
勿

本
興
寺
障
壁
画
群
仙
図
の
菊
慈
童
と
個
人
蔵
．
井
鳳
梧
賛
法
橋
春
卜
画
菊
慈
童
」
掛
け
軸
に
つ
い
て
（
後
膜
妙
扇
）

雪
静
斎

－10－



「
歩
月
」
印
章
の
記
録
の
み
と
し
た
い
。

８
侭
じ

表
装
は
大
和
表
装
（
三
段
表
装
）
で
天
地
の
裂
地
に
は
題
材
と
合
わ
せ
菊
の
織
物
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
た
。
制
作
当
時
の
物
か
、

再
表
装
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
掛
け
軸
裏
八
双
（
表
木
）
付
近
に
所
有
者
が
記
し
た
と
思
わ
れ
る
「
狩
野
春
卜
菊
童
子
之
画
一

井
鳳
橋
先
生
歌
」
と
控
え
が
あ
っ
た
。
狩
野
寿
卜
と
あ
る
の
は
狩
野
（
派
の
絵
師
）
春
卜
と
い
う
意
味
だ
ろ
う
。

。
井
胤
梧
賛
法
締
審
卜
画
菊
慈
亜
」
掛
け
軸
の
制
作
年
で
あ
る
享
保
一
五
年
周
辺
の
群
卜
の
活
励
は
、
こ
れ
以
外
に
、
事

｛
旧
）
《
胸
》

保
五
年
二
七
二
○
）
本
興
寺
方
丈
障
壁
画
制
作
と
同
じ
時
期
に
絵
手
本
（
絵
の
か
き
方
を
習
う
の
に
用
い
る
手
本
）
『
礎
本
手
鑑
』
を

４
え
じ
亙
射
に
つ
ら

（
鋤
）

刊
行
し
、
享
保
一
四
年
（
一
七
二
九
）
に
俳
人
上
脇
鬼
災
（
一
六
六
一
－
一
七
三
八
）
と
紙
本
若
彩
の
「
四
季
草
木
図
」
（
制
０
ｍ

８
×
的
・
５
四
巻
子
を
制
作
し
て
い
る
。
以
外
の
春
卜
法
橋
期
の
作
品
は
梅
に
牧
牛
図
（
大
阪
天
満
宮
蔵
）
と
四
季
風
俗
図
（
大
阪
市

ｌ
立
美
術
館
蔵
）
が
現
存
す
る
も
の
の
詳
し
い
制
作
時
期
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

「
四
季
草
木
図
」
は
『
鬼
貫
と
春
卜
』
展
（
平
成
八
年
四
月
五
日
～
五
月
一
二
日
）
図
録
に
よ
る
と
、
大
坂
の
俳
人
貫
鱗
が
春
卜
に

画
を
依
頼
し
、
そ
れ
に
鬼
貫
の
賛
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。
春
卜
が
四
五
図
の
四
季
の
草
木
を
描
き
、
鬼
貫
が
七
句
を
含
む

文
を
添
え
る
。
鬼
貫
の
識
語
に
あ
る
享
保
一
四
年
（
一
七
二
九
）
は
春
卜
五
○
歳
、
鬼
貫
六
九
歳
で
大
坂
在
住
で
あ
っ
た
。
春
卜
は

《
剛
）
《
灘
）
《
霊
）

の
ち
に
『
似
錦
集
」
や
『
詠
物
史
画
」
、
「
明
朝
紫
硯
」
と
い
っ
た
草
木
図
を
刊
行
す
る
が
、
本
点
は
、
そ
れ
ら
に
は
る
か
に
先
行
す

《
認
一

る
も
の
で
あ
る
。
伊
丹
市
指
定
文
化
財
。

以
外
に
も
春
卜
の
生
涯
で
の
合
作
は
多
く
現
存
し
、
法
橋
期
に
は
「
寓
里
小
路
尚
房
錘
和
歌
色
紙
春
卜
画
寂
蓮
法
師
図
」
・

「
桑
原
長
義
筆
和
歌
色
紙
春
卜
画
西
行
法
師
図
」
「
外
山
光
顕
筆
和
歌
色
紙
春
卜
画
定
家
朝
臣
図
」
が
あ
り
、
先
に
述
べ
た

《
雪
）

「
秀
月
」
印
が
あ
る
と
木
村
重
圭
氏
は
先
行
研
究
で
書
い
て
い
る
。

本
興
寺
障
壁
画
群
仙
図
の
菊
慈
童
と
個
人
蔵
．
井
鳳
梧
賛
法
橋
春
卜
画
菊
慈
童
」
掛
け
軸
に
つ
い
て
（
後
藤
妙
扇
）
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本
卿
寺
は
応
永
二
七
年
二
四
二
○
）
に
大
物
で
建
立
さ
れ
、
尼
崎
城
築
城
の
た
め
に
元
和
三
年
二
六
一
七
）
、
現
在
地
の
尼
崎

へ
移
築
さ
れ
た
。
方
丈
は
こ
の
移
設
の
際
に
新
築
さ
れ
た
建
造
物
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
天
文
一
七
年
（
一
五
四
八
）
九
月
一
三

日
の
棟
札
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
一
二
月
吉
日
の
棟
札
が
発
見
さ
れ
、
大
物
建
立
期
か
ら
方
丈
が
存
在
し
て
お
り
尼
崎
移
転
に

（
郡
）

あ
た
り
再
建
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
慶
安
・
元
禄
・
文
政
期
に
改
修
が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
日
の
方
丈
は
、
奥
の
上
座
か
ら
上

段
之
側
・
松
之
間
・
鶴
之
間
・
孔
雀
之
間
・
御
講
之
間
が
二
間
の
整
形
（
同
じ
大
き
さ
の
部
屋
を
詰
め
て
長
方
形
に
並
べ
た
様
式
）
の

六
間
取
り
の
柵
成
で
各
間
の
障
壁
画
は

上
段
之
川
（
上
川
製

山
水
図
（
紙
本
塁

松
之
間
（
上
側
前
室
）

花
木
図
（
紙
本
傘

鶴
之
間
（
室
中
前
室
）

群
仙
図
（
紙
本
金

群
鵺
図
（
紙
本
金

孔
徹
之
間
（
下
問
前

鳳
凰
図
（
紙
本
鑿

御
講
之
間
（
室
中
奥
一

（
紙
本
金
菱

（
紙
本
金
地

（
紙
本
金
地

（

上

Ⅲ

奥

室

（
下
問
前

本
卿
寺
障
壁
湖
畔
仙
図
の
菊
慈
亜
と
側
人
蔵
二
井
醐
梧
鈴
法
筏
邪
卜
酉
菊
慈
耐
」
掛
け
軸
に
つ
い
て
〈
後
騰
妙
刷
）

三
、
本
興
寺
障
壁
画
群
仙
図
菊
慈
室

着
色
）
襖
一
○
面

（
室
中
奥
室
・
下
問
奥
室
）

着
色
）

（
紙
本
金
地
着
色
）

蔚
色
）

）

（
紙
本
墨
画
）室

）

床
貼
付
三
面
（
床
貼
付
側
而
に
「
法
眼
紹
興
行
年
■
三
歳
錐
廊
二
壁
貼
付
四
面
襖
一
○
而

襖
一
○
面

襖
四
面
（
「
摂
陽
住
法
橋
高
平
春
卜
筆
画
（
轌
替
）

床
貼
付
三
面
述
棚
貼
付
三
面
襖
八
面
腰
障
子
六
面
天
袋
四
面

腰
障
子
一
二
面
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北
(群仙図） 鶴

之
間
に
は
「
群
仙
図
」
と
「
群
鵺
図
」

広
縁
西
端

牡
丹
獅
子
・
秋
草
図
（
板
・
蒲
色
）
杉
戸
表
裏
四
而

｛
野
〉

以
上
が
本
與
寺
方
丈
障
壁
画
の
全
容
で
あ
る
。

群
老
祝
寿
星
之
図
（
紙
本
墨
画
淡
彩
）
襖
八
面
（
燕
老
祝
寿
星
之
圖
鵬
運
齋
商
典
常
描
画
織
轡
坤
圃
錘
婬
響
）

鋼本
興
寺
障
壁
画
群
仙
図
の
菊
慈
童
と
個
人
蔵
．
井
鳳
梧
賛
法
橋
春
卜
画
菊
慈
童
」
掛
け
軸
に
つ
い
て
（
後
藤
妙
扇
）

＝⑥＝

鶴』 －

鱗
東
（
群
鶴
図
）

西
（
群
仙
図
）

烏乏是
豆

Ｉ

Ⅱ

Ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｄ

獅

年

篭
－． . L』

一

が
襖
に
描
か
れ
て
お
りり

｜ ’
南

図4鶴之間傭鰍図

「
群
仙
図
」
二
而
中
、
西
側
に
は
南
か
ら
順
に
①
劉
女
②
蕊
女

仙
③
菊
慈
童
④
董
奉
。
北
側
に
⑤
孫
登
⑥
呂
恭
⑦
黄
仁
覧
が
描
か

（
銘
）れ
、
「
群
鶴
図
」
に
は
鵺
七
羽
に
菊
や
ス
ス
キ
な
ど
の
秋
草
が
描

か
れ
て
い
る
（
図
４
）
。

本
興
寺
の
群
仙
図
に
描
か
れ
た
菊
慈
童
は
方
丈
鶴
之
間
西
側
の

四
枚
立
中
央
右
側
の
襖
に
描
か
れ
て
い
る
（
図
５
）
。
向
か
い
の

「
群
鶴
図
」
に
菊
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
菊
慈
童
に
も
「
群
仙

図
」
全
体
に
お
い
て
も
菊
の
意
匠
は
な
い
。
襖
絵
に
は
老
人
と
青

年
が
並
ん
で
座
り
、
同
じ
方
向
を
見
て
い
る
。
手
前
の
老
人
は
右

隠
つ
す

手
に
払
子
の
よ
う
な
物
を
持
ち
、
口
周
り
に
豊
か
な
髭
を
蓄
え
て

い
る
。
仙
伝
に
は
穆
王
や
文
帝
の
臣
下
が
登
場
す
る
が
、
格
好
か

ら
彰
祖
だ
ろ
う
か
。
奥
の
青
年
は
右
膝
に
角
枕
を
乗
せ
、
両
手
を

添
え
て
い
る
。
こ
ち
ら
が
菊
慈
童
と
考
え
ら
れ
る
。
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図
５
本
卿
寺
障
壁
画
群
仙
図
菊
慈
童
本
興
寺
方
丈
障
壁
画
に
つ
い
て
木
村
通
圭
氏
は
、
「
法
橋
時

、
一
代
の
代
表
作
は
、
尼
崎
本
興
寺
の
襖
絵
群
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら

《

一
令一
川
－

１

－
Ｆ
抱

一

蝋

【
脈
呼
駒
吟
’
ｒ
‐
卜
“
ず

ま
た
、
田
中
敏
雄
氏
も
「
本
興
寺
（
尼
崎
市
）
の
障
壁
画
」

に
お
い
て
、
「
方
丈
障
壁
画
の
全
容
を
解
説
す
る
中
で
、
西
側
四
面
（
各
一
八
四
・
四
×
一
三
八
・
二
セ
ン
チ
）
と
、
北
側
六
面
（
各
一

八
三
八
×
八
六
・
四
セ
ン
チ
）
は
群
仙
図
で
劉
女
、
察
女
仙
、
菊
慈
童
‐
董
奉
、
孫
登
、
呂
恭
、
黄
仁
覧
な
ど
を
描
い
て
い
る
。
こ

の
群
仙
図
に
は
落
款
・
印
章
は
な
い
が
、
脇
坂
淳
氏
は
群
鶴
図
と
同
じ
大
岡
春
卜
の
筆
と
す
る
。
こ
の
室
は
群
鶴
図
に
お
い
て
は
金

地
を
多
く
み
せ
、
秋
草
と
鶴
を
満
酒
で
愛
ら
し
い
花
鳥
と
し
て
表
わ
し
、
一
方
、
群
仙
図
の
人
物
像
は
少
し
堅
く
、
重
厚
な
様
で
表

〔
鋤
）

現
し
て
い
る
。
大
岡
春
卜
の
多
才
な
－
面
が
窺
え
る
」
。
と
同
様
の
感
想
で
あ
る
。

．
井
鳳
梧
賛
法
橋
春
卜
画
菊
慈
童
」
掛
け
軸
と
本
興
寺
障
壁
画
群
仙
図
の
菊
慈
童
を
比
較
す
る
と
掛
け
軸
の
方
が
人
物
一

木
肌
寺
隙
確
画
群
仙
図
の
菊
慈
蹴
と
個
人
蔵
．
井
凪
梧
賛
法
橘
聯
卜
画
菊
慈
亜
」
掛
け
軸
に
つ
い
て
（
後
藤
妙
扇
）
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蕊
今
回
見
つ
か
っ
た
．
井
鳳
梧
賛
法
橋
春
卜
画
菊
慈
童
」
掛
け
軸
は
享
保
庚
戌
（
享
保
一
五
年
，
一
七
三
○
）
の
制
作
で
、

本
興
寺
障
壁
画
群
仙
図
の
菊
慈
童
（
享
保
五
年
一
七
二
○
）
か
ら
一
○
年
後
と
考
え
ら
れ
る
。
出
雲
松
江
出
身
の
一
井
鳳
梧
と
三

田
高
平
出
身
の
春
卜
は
大
坂
で
会
い
、
鳳
梧
二
五
歳
の
長
寿
を
祝
っ
て
菊
慈
童
の
題
材
で
制
作
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
春
卜
が

画
を
担
当
し
た
の
は
親
交
が
あ
っ
た
か
町
絵
師
と
し
て
名
を
知
っ
て
い
た
か
不
明
で
あ
る
。
本
興
寺
障
壁
画
群
仙
図
菊
慈
童
が
実
績

た
掛
け
軸
は
春
卜
の
画
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

図
６

本
興
寺
障
壁
画
群
仙
図
の
菊
慈
童
と
個
人
蔵
「
一
井
鳳
梧
賛
法
橘
春
卜
画
菊
慈
亟
」
掛
け
軸
に
つ
い
て
（
後
藤
妙
扇
）

四
、
ま
と
め

。
井
鳳
梧
賛
法
橋
春
卜
画
菊
慈
童
」
掛
け
軸
部
分

人
の
簡
素
な
画
面
な
が
ら
菊
を
手
に
持
ち
、
菊
慈
童
の
画
題
ら

し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
．
本
興
寺
方
丈
の
菊
慈
童
に
菊
の
意
匠
は

な
い
が
、
。
、
菊
慈
童
と
は
」
に
て
紹
介
し
た
『
太
平
記
』

の
「
龍
馬
進
奏
事
」
に
あ
る
よ
う
に
法
華
経
と
菊
慈
童
の
関
連

を
思
い
、
春
卜
が
童
子
に
菊
で
は
な
く
枕
を
持
た
せ
、
法
華
宗

の
大
本
山
で
あ
る
本
興
寺
を
荘
厳
す
る
為
に
描
い
た
の
な
ら
深

み
の
あ
る
障
壁
画
で
あ
る
。

ま
た
、
先
行
研
究
で
春
卜
の
描
く
人
物
の
特
徴
に
挙
げ
ら
れ

て
い
る
撫
肩
の
姿
態
や
お
ち
ょ
ぼ
口
・
小
さ
な
眼
な
ど
顔
立
ち

（
副
）

も
似
て
い
る
こ
と
か
ら
，
今
回
発
見
し
た
菊
慈
童
を
題
材
と
し
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と
し
て
考
胆
さ
れ
て
い
た
な
ら
而
白
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
春
卜
の
法
橋
初
期
に
は
二
つ
の
「
秀
月
」
（
朱
文
）
印
章
の
画
が
存
在
す

る
よ
う
で
あ
る
が
、
今
回
発
見
さ
れ
た
掛
け
軸
の
春
卜
印
章
は
「
歩
月
」
（
白
文
）
で
先
行
研
究
に
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
だ
人

知
れ
ず
収
蔵
き
れ
て
い
る
春
卜
作
品
の
発
見
が
楽
し
み
で
あ
る
。

（
１
）
大
本
山
本
興
寺
『
大
本
山
本
興
寺
寺
宝
目
録
』
大
本
山
本
興
寺
、
一
九
九
一
年

（
２
）
脇
坂
淳
「
図
版
解
説
」
大
阪
市
立
美
術
館
編
『
近
世
大
坂
画
壇
』
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
三
年
、
二
三
二
頁

（
３
）
平
凡
社
編
「
大
辞
典
』
第
七
巻
、
平
凡
社
、
初
版
一
九
三
六
年
、
復
刻
版
一
九
九
四
年
、
三
九
八
頁

（
４
）
平
凡
社
編
「
大
辞
典
』
第
二
三
巻
、
平
凡
社
、
初
版
一
九
三
六
年
、
復
刻
版
一
九
九
四
年
、
四
一
四
頁

（
５
）
劉
向
編
「
神
仙
伝
』
。
劉
向
・
葛
洪
著
、
沢
田
瑞
穂
訳
『
列
仙
伝
神
仙
伝
」
平
凡
社
、
一
九
九
三
年

（
６
）
原
田
実
『
日
本
王
椛
と
穆
王
伝
承
ｌ
西
域
神
仙
諏
の
日
本
的
受
容
』
批
評
社
、
一
九
九
○
年

（
７
）
三
谷
茉
沙
夫
『
不
老
不
死
伝
説
』
青
弓
社
、
一
九
九
五
年
、
八
三
～
八
五
頁

（
８
）
作
者
・
成
立
時
期
詳
細
不
詳
（
室
町
時
代
）
。
全
四
○
巻

（
９
）
山
崎
正
和
訳
『
日
本
古
典
文
庫
婚
太
平
記
下
」
河
出
書
房
新
社
、
一
九
八
八
年

（
蛆
）
源
豊
宗
「
鬼
貫
賛
春
卜
画
『
四
季
草
木
画
巻
」
に
つ
い
て
」
「
地
域
研
究
い
た
み
』
第
一
○
号
、
一
九
八
○
年
三
月
、
二
二
頁
。

（
ｕ
）
菜
秘
油
や
桐
の
実
を
し
ぼ
っ
た
桐
油
を
燃
や
し
て
取
っ
た
煤
に
膠
を
混
ぜ
て
作
る
も
の
。
鯉
の
粒
子
が
細
か
く
、
こ
の
淡
墨
色
は
や

や
茶
色
味
を
帯
び
て
い
る
。
和
墨
は
「
油
煙
墨
」
と
「
松
煙
墨
」
の
二
種
類
が
あ
る
。
松
煙
墨
は
松
の
木
を
燃
や
し
て
取
っ
た
煤
に
膠
を

混
ぜ
て
作
る
も
の
。
こ
の
淡
墨
は
墨
の
粒
子
に
大
小
が
あ
り
や
や
青
味
を
帯
び
て
い
る
。
（
伊
藤
昌
・
久
山
一
枝
・
塩
澤
玉
聖
・
沈
和

註

本
典
寺
障
壁
画
群
仙
図
の
菊
慈
童
と
個
人
蔵
。
井
鳳
梧
賛
法
橋
群
卜
画
菊
慈
童
」
掛
け
軸
に
つ
い
て
（
後
藤
妙
扇
）

－16－



（
巧
）
松
村
明
監
修
『
大
辞
泉
」
小
学
館
、
一
九
九
五
年
、
二
四
二
二
頁

（
略
）
金
井
紫
雲
編
『
復
刻
版
東
洋
画
題
綜
覧
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
七
年
〔
原
本
昭
和
一
六
年
～
一
八
年
〕

（
Ⅳ
）
木
村
重
圭
「
大
岡
春
卜
に
つ
い
て
」
図
録
『
鬼
貫
と
春
卜
』
財
団
法
人
柿
衞
文
庫
・
伊
丹
市
美
術
館
、
一
九
九
六
年
、
四
九
頁

（
肥
）
松
村
明
監
修
『
大
辞
泉
』
小
学
館
、
一
九
九
五
年
、
・
一
九
四
頁
。

（
的
）
一
七
二
○
年
。
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
含
弓
の
￥
至
言
訂
口
吻
の
霞
．
皇
．
胃
弓
貰
望
。
芦
ｇ
瑠
臼
望
言
２
の
『
廷
）
〔
最
終
確

（
岨
）
一
七
一

（
過
）
中
谷
他

年
、
四
頁

（
皿
）
同
右

む
れ
ち
か
尋
と
え
さ
ん
か
お
う

罰
）
江
戸
中
期
の
俳
人
。
摂
津
国
伊
丹
の
人
。
名
は
宗
邇
。
通
称
、
与
惣
兵
衛
。
別
号
、
仏
兄
・
枇
花
翁
な
ど
。
伊
丹
派
の
中
堅
と
し
て

ひ
と
り

さ
と
え
な
な
ぐ
る
堂

活
耀
。
俳
論
「
独
ご
と
」
、
句
文
集
「
仏
兄
七
久
留
万
」
な
ど
（
松
村
明
監
修
「
大
辞
泉
』
小
学
館
、
一
九
九
五
年
、
二
一
四
頁
）

（
別
）
田
々
斎
荷
風
編
「
似
錦
集
』
一
七
二
五
年
の
序
。
大
坂
の
荷
風
が
遠
近
の
俳
友
に
請
い
集
め
た
草
花
の
百
句
に
、
春
卜
が
俳
意
を
画

て
い
ゆ
う

し
て
刊
行
し
た
絵
俳
書
。
春
卜
も
「
丁
酉
」
の
名
で
入
築
。
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
（
三
ｓ
呼
ぶ
房
の
豐
呂
・
誓
曽
奇
ミ
篇
己
曾
・
Ｐ
冒
皀
あ
ｌ
冨
一

匡
謹
）
〔
最
終
確
認
二
○
二
二
年
十
月
三
十
一
日
〕

（
蛇
）
一
七
四
四
年
。
匿
容
古
典
籍
ポ
ー
タ
ル
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
雪
号
乎
至
急
舅
昌
ｚ
胃
．
旨
く
含
こ
ぎ
Ｃ
冨
時
⑦
叩
三
厨
．
号
尾
口
Ⅱ
Ⅱ
国
富
山
困
っ
電

鮮
①
具
①
Ｔ
ｇ
１
色
〔
最
終
確
認
二
○
二
二
年
十
月
三
十
一
日
〕

（
鱒
）
一
七
四
六
年
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
含
昼
）
叩
》
ミ
ニ
．
冨
邑
．
暦
●
壱
膏
】
す
雷
呂
頁
宮
ミ
届
恩
田
電
ざ
。
ｇ
ｇ
ｇ
Ⅲ

こ
〔
最
終
確
認
二
○
二
二
年
十
月
三
十
一
日
〕

年
・
根
岸
嘉
一
郎
藤
崎
千
雲
・
松
井
陽
水
監
修
『
水
墨
画
用
語
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
日
貿
出
版
社
、
二
○
二
一
年
、
三
七
頁
）

鐘
一
七
二
○
（
享
保
五
）
年
に
出
版
し
た
『
絵
本
手
鑑
』
自
序
に
は
「
法
橋
藤
原
愛
董
」
と
書
い
て
い
る
。

巴
中
谷
伸
生
「
大
岡
春
卜
と
大
坂
画
壇
の
成
立
」
『
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
研
究
報
告
書
日
本
美
術
工
芸
研
究
班
」

認
二
○
二
二
年
十
月
三
十
一
日
〕

本
與
寺
障
壁
画
群
仙
図
の
菊
慈
童
と
個
人
蔵
．
井
鳳
梧
賛
法
橋
春
卜
画
菊
慈
童
」
掛
け
軸
に
つ
い
て
（
後
藤
妙
扇
）

二
○
○
七
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（
妬
）
木
村
重
圭
「
大
岡
春
卜
に
つ
い
て
」
図
録
『
鬼
貫
と
春
卜
』
財
団
法
人
柿
術
文
庫
伊
丹
市
美
術
館
、
一
九
九
六
年
、
四
九
頁

（
錨
）
大
本
山
本
興
寺
『
本
興
寺
の
歴
史
と
名
宝
』
大
本
山
本
興
寺
、
二
○
一
三
年
、
八
四
～
八
七
頁
本
興
寺
略
年
表

（
”
）
脇
坂
淳
「
狩
野
派
系
画
家
」
大
阪
市
立
美
術
館
編
『
近
世
大
坂
画
垣
』
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
三
年
、
一
八
六
～
一
八
七
頁

（
銘
）
脇
坂
淳
「
図
版
解
説
」
大
阪
市
立
美
術
館
縞
『
近
世
大
坂
画
壇
」
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
三
年
、
二
三
三
頁

（
豹
）
木
村
垂
圭
「
大
岡
春
卜
に
つ
い
て
」
図
録
『
鬼
貫
と
春
卜
』
財
団
法
人
柿
衞
文
庫
・
伊
丹
市
美
術
館
、
一
九
九
六
年
、
五
四
頁

（
釦
）
田
中
敏
雄
「
本
與
寺
（
尼
崎
市
）
の
障
壁
画
」
「
近
世
日
本
絵
画
の
研
究
」
作
品
社
、
二
○
一
三
年
、
四
五
二
～
四
五
三
頁

（
瓠
）
脇
坂
淳
「
狩
野
派
系
画
家
」
大
阪
市
立
美
術
館
編
『
近
世
大
坂
画
壇
』
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
三
年
、
一
八
八
頁

（
型
）
財
団
法
人
錐

六
年
、
六
一
頁

財
団
法
人
柿

参
考
文
献

三
谷
茉
沙
夫
「
不
老
不
死
伝
説
」
背
弓
社
、
一
九
九
五
年
、
七
五
頁
～
徐
福
渡
来
伝
説
・
八
三
頁
～
彰
祖
伝

野
崎
貢
『
掛
軸
画
法
十
二
ヶ
月
』
北
辰
堂
、
一
九
八
二
年

前
野
直
彬
「
漢
文
入
門
」
筑
摩
書
房
、
二
○
一
五
年

加
藤
徹
『
白
文
攻
略
漢
文
法
ひ
と
り
学
び
』
白
水
社
、
二
○
一
三
年

古
田
島
洋
介
・
湯
城
吉
信
「
漢
文
訓
読
入
門
』
明
治
書
院
、
二
○
二
年

石
川
忠
久
『
漢
詩
鑑
賞
辞
典
』
講
談
社
、
二
○
○
九
年

本
典
寺
障
壁
画
群
仙
図
の
菊
慈
童
と
個
人
蔵
「
一
井
鳳
梧
賛
法
橋
春
卜
画
菊
慈
童
」
掛
け
軸
に
つ
い
て
（
後
藤
妙
扇
）

衞
文
庫
・
伊
丹
市
美
術
館
編
「
図
版
解
説
」
図
録
『
鬼
貫
と
春
卜
』
財
団
法
人
柿
術
文
庫
・
伊
丹
市
美
術
館
、
一
九
九
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